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福祉委員研修会を開催しました

　６～８月にかけて、福祉委員研修会を開催しました。
最初に福祉委員の役割や活動のポイント、地域や関係
機関との連携について説明を行い、その後、地区ごと
に今年度の取り組みや力を入れたいことについてグ
ループワークを実施しました。参加者からは、「福祉委
員の役割について理解を深めることができた」「日頃の
声掛けや連携を密に行っていきたい」等、様々な感想
が聞かれました。また、清和地域福祉を支える会では、
障がい者福祉について学ぶため自主的に研修会を開催
され、２名の講師より障がい者及び障がい児への支援
について講演があり、熱心に耳を傾けておられました。

矢部地区

清和地区

蘇陽地区
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令和６年度　山都町社会福祉協議会　事業及び決算報告
　令和６年度も地域福祉を推進する中核的な団体として行政や各関係機関・30地区福祉会や各種団体などの住民
組織等の支援や協力を得ながら、各課において様々な事業活動に積極的な取り組みに努めました。
　５月30日開催の理事会並びに６月20日開催の評議員会で承認された事業及び収支決算について報告致します。

理事会（６回）　評議員会（４回）　 役職員研修（１回）
監査（３回） 　社会福祉法人指導監査（１回）
BCP（事業継続）訓練及び職員勉強会（２回）

見守り活動についての懇談会（12地区：参加者199名）
30地区福祉会活動支援（合同会議３回・視察受入２回）
見守りあんしんネットワーク活動協力団体登録証交付式
� （令和７年３月末登録団体：45団体）
見守りネットワーク声かけ訓練（菅尾地区）
サロン活動支援（31回)
生活サポートセンター事業（年間活動324回)
地域のお宝名人さん活動マッチング（23件)
聞き書き甲子園取材支援（２名)
福祉まつり
第５回おたっしゃ作品展の合同開催

「好きっ！通潤パズル」普及支援

福祉・法律相談所の開設
法人後見センター事業
地域福祉権利擁護事業（契約者11名)
生活福祉資金貸付事業・特例貸付償還事務（34件)
生活困窮者等自立支援事業（新規相談：49件)
生活困窮者に対する緊急・一時支援事業（25回)
重層的支援体制整備事業移行準備事業（９件）
重層事業説明研修会・上益城圏域意見交換会
預かりサービス事業（契約者６名)
福祉用具貸与事業（30件)
各種団体助成事業（67団体)
レクリエーション道具貸出（86回)

〇会務の運営

〇生活支援体制整備事業

〇地域福祉諸事業

石川県珠洲市災害ボランティアセンターへ職員派遣（２名)
６市町社協災害時相互応援協定連絡会議
夏休み子どもデイサービス（39名)
火の国ボランティアフェスティバル阿蘇（33名)
ボランティア協力校助成事業（町内９校)・情報交換会

広報紙「かたくり」の発行（年３回）
ホームページの更新、Facebook更新

生活支援ハウス清楽苑（定員18名：入居者13名)
大久保高齢者住宅（定員９名：入居者７名)
柏住宅緊急一時利用（２名)
買い物ツアー、消防訓練（各２回)

訪問介護、通所介護、居宅介護支援事業の経営
障がい者への訪問介護事業、移動支援事業の経営

〇ボランティア活動推進

〇広報活動

〇会費・寄付金・日赤会費・共同募金実績

〇社協管理高齢者住宅（令和７年３月末現在）

〇介護保険（予防）事業・障がい者総合支援事業

単位（円）

社協会費 寄附金
一般会費 4,363件 4,363,000 一般寄付 11件 72,300
特別会費 93件 930,000 香典返し 145件 3,048,000
総額 4,456件 5,293,000 総額 3,120,300

日本赤十字社会費 赤い羽根共同募金
4,400件 2,208,169 4,749件 2,737,665

救援物資配布　 1件 災害見舞金の交付 　1件

令和６年度　山都町社会福祉協議会法人会計決算書

単位（円）
収入の部 金額 支出の部 金額

会費収入 5,293,000 人件費支出 148,902,310

寄附金収入 3,120,300 事業費支出 17,113,639

経常経費補助金収入 21,108,000 事務費支出 16,259,454

受託金収入 49,374,413 共同募金配分金事業費支出 1,877,802

共同募金配分金収入 1,877,802 助成金支出 3,696,140

事業収入 2,406,000 固定資産取得支出 349,800

介護保険事業収入 90,772,541 積立資金支出 919,878

障害福祉サービス等事業収入 1,776,541

受取利息配当金収入 26,340

その他の収入 513,464

収入合計　① 176,268,314 支出合計　② 189,119,023

資 金 収 支 計 算 書
単位（円）

資産の部 負債の部
科　目 金額 科　目 金額

流動資産 128,885,111 流動負債 10,339,629
　現金預金 103,861,834 　事業未払金 7,377,370

　事業未収金 12,829,019 　預り金 420
　未収補助金 12,121,400 　職員預り金 252,839

　立替金 60,908 　賞与引当金 2,709,000
　前払費用 11,950 固定負債 19,413,107

固定資産 86,030,524 　退職給付引当金 19,413,107
　基本財産 3,000,000 負債の部合計 29,752,736

　その他の固定資産 83,030,524 純資産の部
基本金 3,000,000
国庫補助金等特別積立金 517,469
その他の積立金 64,929,808
次期繰越活動増減差額 116,715,622

（うち当期活動増減差額） △ 12,090,967
純資産の部合計 185,162,899

資産の部合計 214,915,635 負債及び純資産の部合計 214,915,635

貸 借 対 照 表
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評議員12名理事10名

監事２名

田中  大輔
（菅尾）

後藤  秀志
（橘）

西岡 かずえ
（下名連石）

滝口 美智子
（下市）

渡邉  忠幸
（北中島）

藤島  直美
（郷野原）

東  小夜子
（入佐）

渡邊 加代子
（黒川）

大塚ヨシエ
（米生）

髙木  康博
（大平）

荒木　貢
（下名連石）

堀　太
（馬見原）

藤川  一喜
（下市）

渡邉  幹人
（菅）

藤原  一哉
（鶴ケ田）

白鷹  浩二
（米生）

小屋迫 厚文（二瀬本）堀　孝之（木原谷）坂本  靖也（方ケ野） 本田  潤一（長原）有働 美奈子（下山）

増田  辰男
（金内）

藤本  訓子
（藤木）

工藤  宏二
（二津留）

　

令
和
７
年
８
月
10
日
か
ら
の
大
雨
に
伴
う
災
害
に
よ

り
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

山
都
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
被
害
を
受
け
ら
れ

た
家
屋
内
の
土
砂
除
き
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
暑
い
中
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
対
し
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

併
せ
て
、
日
頃
よ
り
、
本
会
の
運
営
並
び
に
事
業
活
動

に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
７
月
、
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
が
、
前
梅
田

会
長
の
残
任
期
間
で
あ
る
令
和
７
年
６
月
に
任
期
満
了
を

迎
え
、
こ
の
度
、
理
事
会
に
お
い
て
、
改
め
て
会
長
に
再

任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

山
都
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「
み
ん
な
で
つ
く
る

向
こ
う
３
軒
両
隣 

し
あ
わ
せ
笑
顔
の
山
都
町
」
を
基
本

目
標
と
し
て
、
誰
も
が
住
み
な
れ
た
地
域
の
中
で
『
ふ
だ

ん
の
く
ら
し
の
し
あ
わ
せ
』
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
地
域

福
祉
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
多
様
化
す
る

社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
害
者
な

ど
す
べ
て
の
人
々
が
地
域
、
暮
ら
し
、
生
き
が
い
を
共
に

創
り
、
高
め
あ
う
こ
と
が
で
き
る
「
地
域
共
生
社
会
の
実

現
」
を
目
指
し
、
支
え
る
側
と
受
け
手
側
に
分
か
れ
る
の

で
は
な
く
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
人
が
役
割
を
持
ち
、
支
え
な

が
ら
、
自
分
ら
し
く
活
躍
で
き
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

育
成
な
ど
を
行
う
「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
」
な
ど
、
各

種
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
役
職
員
と
共
に

地
域
福
祉
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
本
協
議
会
副
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
荒
木
と

申
し
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
本
会
の
活
動
に
対
し
ま

し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
町
も
高
齢
化
率
（
65
歳
以
上
の
割
合
）
が
県
下
で

一
番
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
団
塊
の
世
代
」
が
後
期
高

齢
期
を
迎
え
ま
す
近
年
、
さ
ら
に
少
子
高
齢
化
が
続
き
ま
す
。

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
が
ま
す
ま
す
進
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
住
民
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
課
題
に
つ
い
て
、

町
、
社
協
、
民
生
児
童
委
員
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
30
地

区
福
祉
会
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
、
地
域
の
方
が
一
体
と
な
り
、
高

齢
者
や
認
知
症
の
方
な
ど
を
孤
立
さ
せ
な
い
取
り
組
み
が
大
切

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
重
層
的
支
援
体
制
整

備
移
行
準
備
事
業
も
始
ま
り
ま
し
た
。そ
ん
な
中
で
の
就
任
は
、

改
め
て
そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

今
後
も
皆
様
方
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
微
力
で
す
が
、
本

町
社
会
福
祉
事
業
の
発
展
の
た
め
、努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

合
併
20
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま
し

た
。
人
口
も
減
少
気
味
で
は
あ
り
ま
す
が
、
高

齢
化
率
も
令
和
7
年
3
月
31
日
時
点
で
53
％
を

超
え
て
県
内
で
1
番
の
長
寿
者
が
元
気
に
暮
ら

し
て
い
る
町
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
住
み
慣
れ
た
地
域
で
知
人
・
友
人
・
親
戚
等

身
近
な
方
々
か
ら
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
安
心
し

て
毎
日
の
生
活
が
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

山
都
町
は
県
内
3
番
目
の
面
積
の
町
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
多
数
の
集
落
が
点
在
し
て
い
る

町
で
も
あ
り
ま
す
。

　

町
・
社
協
・
介
護
施
設
等
・
地
域
の
実
状
が

分
か
っ
て
お
ら
れ
る
民
生
児
童
委
員
・
30
地
区

福
祉
委
員
・
各
地
区
の
区
長
さ
ん
と
連
携
を
取

り
、
町
民
全
員
が
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

副
会
長
挨
拶

　
荒
木
　
貢

副
会
長
挨
拶

髙
木
　
康
博

会
長
挨
拶坂

本
　
靖
也

理事・監事・評議員紹介
　任期満了に伴う新役員、新評議員の選任が行われ、それぞれ就任いただきました。また、会長には坂本靖也理事、副会長に
ついては清和地区の髙木康博理事と矢部地区の荒木貢理事に就任いただきました。皆様には社協運営を担っていただきます。
　ご指導のほど、よろしくお願いいたします。
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※この機関紙は、赤い羽根共同募金の配分金および社協会費、寄付金の一部で作成しています。
社会福祉法人 山都町社会福祉協議会 本部（清和事務所）82-3318　矢部事務所 72-3211　蘇陽事務所 83-1751編集・発行

令和７年度　日本赤十字社
山都町分区会費（社資）実績報告

　今年度も町民の皆様のご支援・ご協力により、多額
の会費をいただき、誠にありがとうございます。
　頂いた会費は全額を日本赤十字社熊本県支部に送金
し、日本赤十字の様々
な活動に役立てられ
ています。

令和７年９月１日  現在
件数：4,156件

金額：2,080,547円

法律相談日のご案内
　令和７年10月～令和８年１月の弁護士による法律相談は
下記の日程で開催いたします。

時　　間 午前10時～午後３時まで（祝日及び年末年始は除く）

※�都合により開催日・開催場所が、変更になる場合がありますので、
防災無線及び社協各事務所で確認のうえ相談においで下さい。

10 16 木 矢部 矢部保健福祉センター千寿苑
11 20 木 清和 支援ハウス清楽苑
12 18 木 蘇陽 蘇陽支所
1 15 木 矢部 矢部保健福祉センター千寿苑

赤い羽根共同募金　納入のお願い

飲み物を買って地域福祉に貢献！！

踏み台寄贈

ボランティアセンターへのご協力ありがとうございました

　今年も10月1日から全国で
赤い羽根共同募金が始まっ
ています。山都町でも区長、
組長、世話係の皆様に取り
まとめを依頼し、運動を実
施いたします。町民の皆様
の温かいご支援とご協力を
どうぞよろしくお願いいた
します。� （令和６年度　実績）

　９月４日、山都町総合運動公園ちびっこ広場に、山都町で
初めての「赤い羽根支援自動販売
機」が設置されました。飲み物を
買って、その売り上げの一部が募
金となり、山都町の福祉活動の財
源となります。のどが渇いた際に
はぜひご利用ください。

　佐藤健勝様より、踏み台を寄贈して
いただきました。大切に活用させてい
ただきます。温かいご支援に心よりお
礼申し上げます。

　８月10日からの大雨による被害を受けた家屋等の復旧活
動では、泥かきや片付けなどの作業に
多くの方々がボランティアとしてご協
力くださいました。ご協力いただきま
した皆様に心から感謝申し上げます。

　今年度も山都町の全世帯を対象に８月から社協一般
会費のご協力をお願いしています。
　社協一般会費は住民の皆様が住み慣れた地域で安心
して過ごせるように「住民主体」の原則のもと、地域
福祉諸活動に役立てて参ります。
　実績につきましては、次号のかたくりにてご報告さ
せていただきます。
　皆様のご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

　７月14日、清和小学校体育館にて、清和小学校６
年生、明星学園、熊本銀行、山都町社協で協同して
花の苗植え活動である「みんなで植えよう！やさし
さの花プロジェクト」を行いました。協力して風船
を落とさず運ぶ「風船運びリレー」やお題に合う人
を探す「なんでもバスケット」を通して参加者同士
の交流を深めました。その後、花の苗植えを行い、
協力してプランターに苗を植えました。色とりどり
の花が並び、温かい雰囲気に包まれました。

　前号の令和６年度特別会員紹介で、代表者と住所
に誤りがありましたので、下記のとおり訂正させて
頂き、お詫び申し上げます。

社協一般会費納入　お礼

みんなで植えよう！やさしさの花プロジェクト

訂正とお詫び

会社名 代表者 住所
（有）蘇陽調剤薬局 岩下　琢史 滝上
 三栄開発（株） 薮　　隆司 杉木
（医）杏章会 矢部広域病院 坂本　達彦 下馬尾
 三栄総合建設（株） 後藤　正先 杉木
（株）まちづくりやべ 西田　　毅 男成

依頼件数 12件
活動日数 ９日間
活動件数 延べ18回
ボランティア参加者 延べ64名

（令和７年９月19日現在）

募金種類 件数 金額
戸別募金 4,413 1,956,700
法人募金 16 130,000
学校募金 5 42,214

イベント募金 1 8,600
職域募金 9 125,312
個人募金 2 5,478
その他 303 469,361
合計 4,749 2,737,665
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